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社会医療法人 蘇西厚生会

理   念
私たちは、地域中核の社会医療法人として地域
住民の皆様に、安全で質の高い医療 福祉を
効率01かつ継続的に提供する。

基 本 方 針
私たちは、医療における安全を重視し、患者様
中′らの根拠に基づいた医療 福祉サービスを
提供します。

私たちは、患者様や利用者様のプライパシーを
守り、権利を尊重します。

私たちは、経営の安定と組織の

'こ

性化を図り、
職員の働きがいと生活が安定し向上するよう
努力します。

夏に多い皮膚疾患
50年前の日本 !

新任医師紹介

笠松友の会お花見

元気で生きるコツは…

ご存知ですか ?医療安全管理室
ボランティア大募集
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夏に多い皮膚疾患社会医療法人蘇西厚生会松波総合病院
皮膚科 3B長 71K丼  美貴

本416月 に岐阜大学附属病院皮膚科から当院に着任いたしました。宙しくお願いいたします。

とびひ (伝染性膿痴疹 )

儒査粽当話魯怪  ■  ・
来たものです。

ひつか<こ とによつて始まります。元々の病
変を早め |こ治療し、スキ ンケアに努めること。

皮膚や手を清潔にし爪も短<し てお<ことが治
療上も予防的観点からも大切なことです。早期

に治療すれば、悪化を防ぐことができます。

みずいば(伝染性軟属腫)
水いぽは、ウイルス           ‐

が原因の丸 <て 小さ
な光ったイボです。大

きいものでは中心に

<ぼみが見えます。放    _
置しても個々の皮疹   ・ 1

は約 2ヶ月で消失じ
ますが、自分でひつかいて体のあちこちに広が

る場合 (白家接種)があります。さらにアトピー
性皮膚炎や乾燥肌で皮膚のバリア機能が弱いと

水いほは広がりやす<な ります。
水いほの治療に関しては、当科では、その場所

と程度に応じて治療法を選択します。さらに悪

化させないため |こも、乾燥や痒みに対する治療

は早期に行う。兄弟間では、患児と直接肌を合わ

す機会を減らす。水泳や水遊びの後は、全身をよ

<洗い、適宜、保湿斉」などの外用を行うなどの工
夫を指導します。

水虫 (足白鮮・
真菌 (カビ)が角質
に寄生した状態をい

います。すなわち「垢

(あか)Jと 共に真菌
が脱落するので、ス

リッパ、脱衣マツト、

411下、411、 爪きりなど

が媒体となります。

爪白癬 )
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足指の間がグジュグジュ

してふやけ 皮が0ける

中でも爪白癬は爪変形、爪甲泉」離などを生じ

専門医の治療が必要です。

実際は爪白癬ではないのに爪白癬として治療

されているケースもよ<あ ります。正確な診断
をするためにも、また受診する際の注意点とし

て、真菌検査の都合上、患部に水虫薬を使用せ

ず、爪も切らずに、未治療の状態での受診をすす

めます。また、症状 にもよりますが、数ケ月から

1年という期間が必要になります。

しかし、決してあきらめる疾患ではな <、 大多

数の患者さんは完治され元気に生活されていま

す。まず皮膚科を受診してみて<ださい。
上記以外にも、当院皮膚科では、

=じ

幼児からお

年寄りまでの幅広い年齢層の方々に「てあれ」

「にきび」「じんましん」「老人性皮膚そう痒症」な

どの日常の皮膚 トラブルからア トピー性皮膚

炎・帯状疱疹・水疱症など様々な皮膚疾患に対

応しています。

どうぞ、ご気軽にご相談<ださい。

50年前の日本
50年前の 日本
は、人□ 9千 3百
万人、一人の女性

が生涯に生ぬ子供

の数204人、実質
経済成長率 9%、

経済規模は今の9分の 1であつた。
当8寺 (昭和34年 )わが国は岩戸景気の真つただ

中、昭和35年池田勇人内閣は10年間で国民所得

を2倍に増やす「所得倍増計画」を打ち出した。

白黒テレビ、冷蔵庫、洗濯機の「三種の神

器」がもてはやされ、労働意欲を誘った。平均

月給2万円、初任給 8干円のわが青春 0寺代であ

る。 (Y.〇 )
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新任医師紹介 宣しくお願いします

氏名 :荒本 恒敏
部署 :救急医療センター長

趣昧

抱負

1977年 久留米大学医学部卒業及び
外科学入局

1981年 筑波大学医学38基礎医学系病理
1988年 久留米大学救命救急センター

(現高度救命救急センター)
2001年 藤田保健衛生大学救急部助教授
2002年 藤田保健衛生大学救急38教授
2005年 名城大学大学院薬学研究科

客員教授

釣・スポーツ (ラグビー他)

当院を中心とした救急医療体制の更なる
整備と充実に尽<したいと思いますので、
宣じ<お願いします。
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氏名 :今井 篤志
部署 :腫瘍・内分泌センター長

1979年 岐阜大学医学部卒業
1983年 岐阜大学大学院医学研究科修了
1983年 米国コーネル大学医学部

研究員 (内分泌学)
1987年 北里大学医学部附属病院

研修医 (産婦人科)
1987年 岐阜大学医学部附属病院 医員、

助手、講師 (産科婦人科)
1994年 岐阜大学大学院医学研究科医学部

助教授 (産科婦人科学)
2007年 岐阜大学大学院医学系研究科・

医学部教授(地域医療医学センター産科系)

論文書き、散歩、昼寝。病因が明らかになって
いない疾患の病態解明には燃えるものがあります。

「どんな状況でも爪は磨ける」「他力本願 (真面
目に一所懸命頑張れば、見てる人は見ている。
機会は貪欲に狙うものでな<、 熟した実は自然に
落ちて<る )」 がモットーです。病院の医学(医療
+学問)の向上に尽<したいと思います。
それが自分自身の成長にもなると信じています。

笠松友の会お花見
毎年 10例 、笠松友の会

(言語障害者の会)のあ花
見。合年は 4月上旬、岐阜市六条にある結婚式

場『グラン・プラス』に併設されているレスト

ラン c‐ て開催されました。ここでのあ料理は

「和食」「洋食Jの 2種類。皆さんそれぞれあ
好みの料理を選んでいただきました。和食では

エビフライやお束」身が並び、洋食ではステーキ

が出てきました。

お隣の方の料理を見て、互いに「そちらもお

いしそうねJと笑い合う声が聞こえてきまし
た。含年の桜は例年 |こ比べて遅咲き。友の会の

お花見の頃

は五分咲き

の桜がほと

んどでした

が、どこの

桜が今きれ

いに咲いているか、どこの桜がこれから満開に

なるかなど、お食事会では桜の話で持ちきりで

した。

今回はあ食事の会場からは桜の花は望めませ

んでしたが、皆さんの明るい笑顔と弾んだ笑い

声が “満開の桜"のようにとても素敵でした。

「人生は60%で満足。そして笑顔」 !

食べ物も腹 6分で我慢できたら最高だが…



ご存知ですか?医療安全管理室

最近テレビ、ラジオ、新聞等で医療事故に関

するニユースをよ<耳にされることでしよう !

人間が作業をする以上、医療事故を 0にするこ

とは困難ですが、 0に限りな<近づけるために病
院全体で取り組み対応しなければなりません。

当松波総合病院の理念は「地域中核の社会医

療法人として地域住民の皆様に、安全で質の高

い医療・福祉を効率白」かつ継続的に提供する」

とあります。医療安全活動は、安全で質の高い

医療を、継続的に安定して提供するための基礎

と認識し、病院全体で取り組んでおります。

病院の医療や福祉について、安全に関わる出

来事が発生すると、医療安全管理室で一旦集約

します。

その後、現場を確認したうえで原因を分析し、

医療安全管理委員会を通じて病院全体へ周知徹

底を図っています。また、患者さまの意見を医

医療安全管理室 副室長 中村 冨美子

療に反映する仕組みとして、外来と病棟に設置

してある「お間かせ<ださい皆様の声を」への
投書、退院 0寺に書いていただ<アンケート、相
談窓□ |こよるご意見やご相談内容を集計して病

院全体の問題として取り組む活動を行っていま

す。患者さまが常に安心して診察や治療を受け

ていただ<ように努力しています。
医療安全の大きな目的の一つは、医療事故を

未然に防止することです。そのために、日々の

業務を決められた手順どおりに正確に実施する

ことが必要です。手順を決めるためには、患者

さまの症状や発症時の状況をいろいろお聞かせ

いただ<必要があります。
また、ご本人を確認するために患者さま |こご

協力をいただいて実施することがありますが、

安全を確保するために必要なこととご理解をい

ただき、ご協力をお願いいたします。

ボランティア大募集 ! ☆当松波総合病院ではボランティアの皆さんを募集しています

【活動内容】 ○外来患者さんの案内     ○入院患者さんの案内
○,ま・待合室の整理整頓   ○院内コンサート
○アロマセラピー (芳香療法) など

元気な貴方の明るい奉仕にきっと皆さんが感謝される事でしょう !

担当 :総合相談 足立、中村  Cm_o58-388-0
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■糖尿病 教室 ※糖廊 ヂ 気になる方はどなたでも気軽にご参カロください。

◎基礎コース… 6月 3日③ 3階講堂にて 午後20寺～48寺 ◎毎週水、金曜日、5階病棟デイルームにて 午後1時～2時

新幹線羽島駅
―
西笠松 ――松波総合病院

名鉄竹鼻線 15分     徒歩 10分

タクシー20分

名鉄 岐阜駅 一― 西笠松 一 松波総合病院
名鉄電車羽島行 10分   従歩 10分

タクシー20分

名鉄名古屋駅 ―――笠 松 ――松波総合病院
名鉄電車急行25分     従歩 15分


